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天然記念物「奈良のシカ」保護計画 

令和 8（2026）年度の実施方針と計画（案） 

 

  天然記念物「奈良のシカ」保護計画に基づき、令和 8（2026）年度実施計画の実施方針と計画（案）

を検討した。なお、毎年継続実施事項については省略した。 

1.  天然記念物「奈良のシカ」保護計画の改訂 

・現計画の評価 

・天然記念物「奈良のシカ」保護計画（第２次）の検討 

 

2.  「奈良のシカ」と人とのふれあいの健全化 

１）「奈良のシカ」の保護に関する基本方針の普及啓発強化 

・『「奈良のシカ」の保護に関する基本方針』（資料 3-2）の継続発信 

 

２）「奈良のシカ」に関連した人身事故の発生の減少 

① 人身事故発生時の対応体制の強化 

・パトロールの実効性を高める仕組みづくり：研修、修了証の交付プログラム、腕章・手帳携

行等の具体化 

② 普及啓発の効果検証 

・公園来訪者への普及啓発活動による観光客の認識変化の検証 

 

３）鹿せんべい以外の給餌の抑制 

・鹿せんべい以外の給餌の実態把握（特に夜間） 

 

3.  「奈良のシカ」と車両との交通事故の防止 

１）道路横断誘導柵の設置 

・令和７年度調査結果に基づく道路横断誘導柵の追加設置 

 

4.  重点保護地区における「奈良のシカ」の生息環境の改善 

１）奈良公園平坦部における「奈良のシカ」の生息環境の改善 

・奈良公園平坦部におけるシバ地の保全・再生 

・奈良公園平坦部における堅果類の結実状況モニタリング 
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２）鹿苑における「奈良のシカ」の保護の強化 

・鹿苑のあり方等計画（令和８年３月版）の運用、改善 

・鹿苑改修工事 

 

5.  「奈良のシカ」による農業被害・生活環境被害の軽減 

① 保護管理基準に基づく農業被害・生活被害の軽減 

・緩衝地区（C 地区）における農業被害軽減対策の実施（管理計画 WG と連携） 

・市街地出没シカへの対応検討（管理計画 WG と連携） 

 

6.  モニタリング等調査研究 

・天然記念物「奈良のシカ」個体群動態モデル記述（A～D 地区） 

・解析のためのモニタリング事項検討 

 


